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８
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港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 火曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

（
前
号
あ
ら
す
じ

昭
和
三
年

に
生
ま
れ
、
安
治
川
そ
ば
の
小

学
校
を
卒
業
し
た
私
は
銀
行
か

ら
女
子
挺て

い

身し
ん

隊
へ
。
弾
丸
製
造

に
従
事
し
た
が
、
昭
和
二
十
年

三
月
空
襲
で
工
場
が
焼
失
。
六

月
空
襲
で
は
家
も
失
っ
た

）

焼
け
出
さ
れ
た
私
た
ち
は
、

防
空
壕ご

う

で
数
日
過
ご
し
た
後
、

八や

戸え

ノ
里
の
知
人
宅
に
身
を
寄

せ
ま
し
た
。
そ
こ
に
い
た
確
か

七
月
頃
の
こ
と
、
長ち

ょ

兄う
け

のい

仕
事

の
用
事
で
従
業
員
の
大
工
さ
ん

と
一
緒
に
港
区
へ
向
か
う
途

中
、
千
日
前
辺あ

た

り
で
空
襲
に
遭あ

っ
た
の
で
す
。

◆
日
本
橋
で
米
軍
機
が

私
た
ち
は
日
本
橋
ま
で
走

り
、防
空
壕
に
避
難
し
ま
し
た
。

が
、
焼し

ょ

夷う
い

弾だ
ん

が
飛
び
込
ん
で
き

た
の
で
、
中
に
い
た
人
た
ち
は

び
っ
く
り
し
て
飛
び
出
ま
し

た
。
私
と
大
工
さ
ん
は
交
差
点

へ
走
り
ま
し
た
。そ
の
時
、ヒ
ュ

ー
ッ
と
い
う
何

と
も
言
え
な
い

音
を
た
て
て
米

軍
機
が
急
降
下

し
て
き
ま
し

た
。
私
と
大
工

さ
ん
は
銀
行
の
壁
に
へ
ば
り
つ

き
ま
し
た
。が
、米
軍
機
は
私
た

ち
の
背
後
の
道
路
に
い
た
人
た

ち
に
向
か
っ
て
バ
バ
バ
ッ
と
機

銃
掃
射
を
浴
び
せ
た
の
で
す

。

私
は
そ
れ
ら
の
遺
体
に
顔
を

向
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ひ
と
つ
間
違
え
ば
、
私

も
同
じ
目
に
遭
っ
て
い
た
の
で

す
か
ら

。

と
り
あ
え
ず
ワ
シ
の
う
ち

へ
行
こ
う

と
大
工
さ
ん
にう

促な
が

さ
れ
、八
尾
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

黒
い
雨
が
降
り
、
道
端
に
は
黒

焦
げ
や
生な

ま

焼
け
の
遺
体
が
転
が

っ
て
い
ま
し
た
。
辿た

ど

り
着
い
た

時
に
は
二
人
と
も
ま
っ
黒
で
し

た
。
明
く
る
朝
、
八
戸
ノ
里
へ

ま
た
歩
い
て
戻
り
ま
し
た
。
家

族
は
私
を
必
死
で
捜さ

が

し
て
く
れ

て
い
た
ら
し
く
、

よ
う
帰
っ

て
き
た

と
涙
を
流
し
て
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

◆
玉
音
放
送
と
戦
後
復
興

八
月
十
五
日
、
ラ
ジ
オ
か
ら

流
れ
る
玉ぎ

ょ

音く
お

放ん

送
を
皆
で
聞
き

ま
し
た
。
意
味
が
ほ
と
ん
ど
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
元
教

師
の
男
性
が

日
本
は
負
け
た

ん
や
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は

へ
ぇ
ー
、
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
ん
や
ろ

と
、
驚
き
と

悔
し
さ
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ

た
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
そ
ん
な
呆ぼ

う

然ぜ
ん

自
失

の
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
が
、

戦
後
復
興

と
い
う
こ
と
で
、

長
兄
を
先
頭
に
一
家
で
忙
し
く

働
く
う
ち
、
い
つ
し
か
そ
ん
な

気
持
ち
は
消
え
て
い
ま
し
た
。

親
族
で
は
次
兄
、
三
兄
と
次

姉
の
夫
は
戦
地
か
ら
無
事
帰
還

し
ま
し
た
が
、
長ち

ょ

姉う
し

の
夫
は
ビ

ル
マ
で
戦
死
し
ま
し
た
。

◆
社
会
の
先
行
き
心
配

今
、
八
十
を
過
ぎ
、
子
が
二

人
、
孫
は
四
人
い
ま
す
。
近
所

の
方
は
み
な
親
切
で
、
老
人
会

や
介
護
施
設
の
お
世
話
に
も
な

り
な
が
ら
、
何
と
か
人
並
み
の

生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

色
々
な
こ
と

が
思
い
返
さ
れ

ま
す
が
、
や
は

り
戦
争
中
の
こ

と
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
平

和
が
一
番

と
心
か
ら
思
い
ま

す
。
今
も
世
界
で
争
い
が
絶
え

ま
せ
ん
が
、

何
で
戦
争
な
ん

か
す
る
ん
や
ろ

と
不
思
議
で

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
心
配
に
思
う
の

は
、今
の
社
会
の
先
行
き
で
す
。

戦
争
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
昔

の
世
の
中
に
は
情じ

ょ

やう

ゆ
と
り
が

あ
り
ま
し
た
。
今
は
物
が
溢あ

ふ

れ

て
い
ま
す
が
、
助
け
合
い
が
な

く
な
り
、
特
に
若
い
人
た
ち
の

心
が
冷
え
た
り
荒
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
も
、
成
績
や

進
学
に
追
い
立
て
ら
れ
て
せ
っ

か
ち
す
ぎ
る
気
が
し
ま
す
。

ど
う
か
、
平
和
で
、
皆
が
心

穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
世
の
中
に

な
っ
て
ほ
し
い

そ
う
心
か
ら

念
じ
る
毎
日
で
す
。（
終
わ
り
）

終
戦
に
呆
然

）（
仮

名

港
区
内
）

）（
仮

名

港
区
内
）

下

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

井
上
雄
彦

最
後
の
マ
ン
ガ

展

（
上
段
に
案
内
）
招
待
券

を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

駅
馬

車

（
上
段
に
案
内
）
招
待
券

を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

ニ
ュ
ー
イ
ヤ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
上
段
案
内
）

一
階
席
招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

ク

リ
ス
マ
ス
映
画
大
会
（
６
面
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

生
誕
百

年
映
画
監
督
山
中
貞
雄
（
右

に
案
内
）招
待
券
ペ
ア
２
組
に
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

便
利

ゴ
ミ
処
理
家
具
移
動

（
６
５
８
１
）
４
８
４
１

品
も
良
好
な
プ
リ
ン
ト
で
。
上

映
作
品
は

丹た
ん

下げ

左さ

膳ぜ
ん

余よ

話わ

百
万
両
の
壺つ

ぼ

水
戸
黄
門

血け
つ

刃じ
ん

の
巻

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

峠

甲こ
う

源げ
ん

一
刀
流
の
巻

河こ
う

内ち

山や
ま

宗そ
う

俊し
ゅ
ん

戦
國
群
盗
傳で

ん﹇
総
集
篇
﹈

人
情
紙
風
船

（
写
真
）

そ

の
前
夜

。
十
二
月
十
九

三

十
日
。
当
日
一
般
千
四
百
円
。

上
映
日
程
な
ど
詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

て
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
役
割

ま
で
関
西
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
が

実
演
を
交
え
て
紹
介
。
一
月
二

十
五
日

二
月
二
十
二
日
の
全

月
曜
日
の
十
九
時

二
十
時
半

（
全
五
回
）。定
員
百
二
十
名（
多

数
抽
選
）
。
費
用
四
千
円
。
申

込
〆
切
一
月
十
四
日
。
申
込
方

法
な
ど
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー

六
五
七
七

一
四
三
〇
へ
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

ク
リ
ス
マ
ス

十
二
月
十
三

二
十
二
日
（
十
九
日
臨
休
）

お
正
月
と
動
物
画
展

一
月

七

十
二
日
。
開
館
は
十
一

十
八
時
（
火
曜
十
六
時
ま
で
）
、

水
曜
定
休
。
入
館
無
料
。
弁
天

四

一
一

四
（
ピ
ア
ッ
ク
西

五
十

裏
通
）

六
五
九
九

七
九
七
七
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

生
誕
百

年
映
画
監
督
山
中
貞
雄

最
初
の
黄
金
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
た
戦
前
の
日
本
映
画
界

に
彗す

い

星せ
い

の
よ
う
に
現
れ
、
天
才

の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
な
が

ら
二
十
八
歳
で
こ
の
世
を
去
っ

た
映
画
監
督
・
山
中
貞さ

だ

雄お

。
一

九
三
二
年

磯
の
源
太

抱だ
き

寝ね

の
長な

が

脇わ
き

差ざ
し

で
デ
ビ
ュ
ー
。
六

年
間
に
二
十
六
本
を
残
す
も
一

九
三
七
年
召
集
さ
れ
中
国
戦
線

へ
出
征
、
翌
三
八
年
戦
病
死
。

そ
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
、
現

存
三
作
品
を
ニ
ュ
ー
プ
リ
ン
ト

上
映
す
る
ほ
か
、
共
同
監
督
・

脚
本
作
品
な
ど
貴
重
な
関
連
作

劇
の
傑
作
。
様
々
な
人
々
を
乗

せ
て
走
る
駅
馬
車
。
そ
の
旅
の

間
に
様
々
な
ド
ラ
マ
が
展
開
す

る
。
出
演
は

・
ウ
ェ
イ
ン

写
真
、

・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
他
。

一
九
三
九
年
米
。
一
月
十
六
日

（
土
）
十
時
と
十
五
時
の
二
回
。

各
回
当
日
先
着
百
名
。
六
百
円

（
前
売
五
百
円
）

オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
入
門
講
座
２
０
１
０

！

楽
器
編

知
ら
れ
ざ
る
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
魅
力
を
楽
し
め

る
と
毎
年
好
評
の
講
座
。
毎
回

一
つ
の
楽
器
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

女
子
挺
身
隊
で
一
緒
に
働
い
た
女
性
た
ち

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

井

上
雄
彦
最
後
の
マ
ン
ガ
展
重

版

大
阪
版

バ
ガ
ボ

ン
ド

リ
ア
ル
な
ど
の
人
気

長
編
マ
ン
ガ
を
生
み
出
し
た
井

上
雄た

け

彦ひ
こ

が
、
墨
と
筆
で
描
き
下

ろ
し
た

空
間
マ
ン
ガ

と
も

言
え
る
一
編
の
ス
ト
ー
リ
ー
。

武
蔵
立
像

・

・

宮
本
武
蔵
を
主
人
公
と
し
た
現

在
も
執
筆
中
の
バ
ガ
ボ
ン
ド

を
モ
チ
ー
フ
に
、
意
外
性
と
迫

力
に
満
ち
た
物
語
が
百
四
十
点

に
及
ぶ
大
小
の
肉
筆
画
で
展
開

さ
れ
る
。
大
好
評
だ
っ
た
〇
八

年
東
京
展
の
内
容
に
新
た
な
絵

と
演
出
を
追
加
。
一
月
二
日

三
月
十
四
日
（
月
曜
休
館
、
但

し
一
月
四
日
、
十
一
日
、
三
月

一
日
、
八
日
は
開
館
）
。
十
時

半

二
十
時
（
最
終
入
場
十
九

時
半
）
。
当
日
一
般
千
五
百
円
。

地
下
鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五

分
。
六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館

特
急
ト

レ
イ
ン
マ
ー
ク
大
集
合
！

特

急
の
魅
力
を
さ
ぐ
る

戦

後
初
の
特
急

へ
い
わ

か
ら

客
車
特
急

つ
ば
め

は
と

か
も
め

、
電
車
特
急

こ

だ
ま

、
様
々
な
寝
台
特
急
な

ど
、時
代
を
映
す
特
急
の
姿
を
、

ト
レ
イ
ン
マ
ー
ク
を
中
心
に
実

物
や
写
真
、模
型
な
ど
で
紹
介
。

移
行
後
の
車
両
個
性
化
に

伴
う
ト
レ
イ
ン
マ
ー
ク
・
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
多
様
化
の
様

子
、
東
海
道
・
山
陽
の
特
急
誕

生
か
ら
廃
止
ま
で
の
歴
史
年

表
、
西
日
本
の
特
急
路
線
図
な

ど
も
。
一
月
十
一
日
ま
で
開
催

中
。
十

十
七
時
入
館
、
月
曜

休
館
（
祝
日
な
ら
開
館
し
翌
火

曜
休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら
振
替

休
な
し
、
十
二
月
二
十
八
日

一
月
二
日
は
休
館
）
。
高
校
生

以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生

百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館
か
ら

年
末
年

始
休
館

十
二
月
二
十
八
日

一
月
四
日
（
返
却
ポ
ス
ト
も
利

用
不
可
）

食
と
健
康
を
考

え
る
本

展

健
康
の
基
本
で

あ
る
食
べ
物
の
大
切
さ
、
怖
さ

に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
紹

介
。
十
二
月
二
十
七
日
ま
で

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

以
前

展

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
い
う
言

葉
が
誕
生
し
た
一
九
九
〇
年
以

前
の
少
年
少
女
向
け
小
説
を
紹

介
。
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
。

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
ミ
ー
ト
・
ザ
・
ク
ラ
シ

ッ
ク

華
麗
な
る
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

第
一
部

は
ジ
ャ
ズ
界
の
貴
公
子
・
松
永

貴た
か

志し

写
真

の
ピ
ア
ノ
に
よ

る

ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ブ

ル
ー

。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

舞

踏
会
の
美
女

、
松
永
貴
志

無

機
質

な
ど
。
第
二
部
は
藤
岡

幸さ
ち

夫お

（
首
席
指
揮
者
）
の
タ
ク

ト
で
新
年
恒
例
の
ウ
ィ
ン
ナ
・

ワ
ル
ツ
演
奏
会
。

・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
二
世

南
国
の
ば
ら

、

ヨ
ゼ
フ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

憂

い
も
な
く

な
ど
。
一
月
十
五

日
（
金
）
十
九
時
か
ら
い
ず
み

ホ
ー
ル
（

大
阪
城
公
園
、

地
下
鉄

）
で
。
一
階
席

四
千
円
、
二
階
席
三
千
円
、
学

生
席
二
千
円
。
無
料
託
児
サ
ー

ビ
ス
あ
り
（
十
二
月
三
十
日
ま

で
に
申
込
先
着
三
十
名
）
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

の
催
し

弁
天
シ
ネ
マ
倶く

楽ら

部ぶ

第
八
回

駅
馬
車

西
部

展示品より 形特急 つ
ばめ 模型（ ゲージ）


